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2022年9月，関西を十二使徒のデビッ
ド・A・ベドナー長老が訪問し，京都ス
テークセンターで特別大会が開かれた。
開会の 30分前，林会長の脳裏には，「ど
うすれば関西に神殿が与えられるのか，
べドナー長老に聞いてよ！」と訴える大嶋
会長と宮崎会長の姿が迫ってきたという。
林会長は思い切ってベドナー長老に，そ
のことについて話してほしい，と切り出し，
ベドナー長老は快諾された。

今回の関西地区特別合同ステーク大
会にて林会長は，2 年前のべドナー長老
のお話をこう再現する。「総大会で神殿建

築の場所が発表され，その地
の人々は喜びの声をあげ，涙を
流します。とても感謝します。
土地が決まって鍬入れ式があ
り，毎週その土地に行って建
築中の写真を撮る人もいます。
そして奉献式の日が決まり，奉
献式が行われ人々は長蛇の列
を作ります。そしてたくさんの
人々が神殿に参入するようにな
ります。しかし，しばらくの間
だけです。毎週神殿の写真を
撮っていた人も，やがて神殿に
行かなくなります。いつでも行
けるから。本当に待ち望んだ
神殿があることが当たり前と
思うようになる。

そうならないならこの地に
神殿が建つでしょう。推薦状
の数や，献金の数ばかり考え
る人がいますが，大切なのは
人々の心と献身です。……

神殿という言葉だけを使わ
ないでください。イエス・キリ
ストと結びつけないで話さな

いでください。神殿という建物が必要な
のではなく，聖約と儀式が必要なのです。
聖約と儀式を通してイエス・キリストのも
とに来ることが重要なのです。」※ 8

べドナー長老のお話から1年余り後，
2023年秋の総大会にてラッセル・M・ネ
ルソン大管長は，日本で 5つ目となる大阪
神殿の建設を発表した。ステーク会長ら
の目標より半年も早かった。翌2024年
3月には神殿用地も公表された。
「目標よりも，主の業はもっともっと早い

ということをわたしたちは感じました」と
林会長は述懐する。「この地に神殿が頂け

ることに心から感謝しています。関西の
開拓者や先輩方，そして，ここにおられる
すべての方の大いなる犠牲と模範に心か
ら感謝しています。」※ 9

教会の未来

大阪神殿用地の幕屋でクック長老は，
「神殿に行くたびに毎回，新しい何かを得
ます」とのデビッド・O・マッケイ大管長
の言葉を引用し，「開拓者の方であっても
神殿に行って新しいことを学べるはずで
す」と彼らを鼓舞した。「若い世代の方々
が家族歴史に携われるよう励ましてくださ
い。彼らと一緒に神殿の業に取り組むこ
とができます。若い方々に，もっと頻繁に
神殿に行くよう勧め，一緒に喜びを分かち
合いましょう。彼らが重荷を抱えていると
思ったら，福音に喜びを見つけられるよう
に助けましょう。」そのようにクック長老は
開拓者の方々に勧める。それは，開拓者
が若い世代を支えるという関西マスタープ
ランのビジョンそのものだ。

この日の特別大会で，関西地区の若い 
世代と宣教師による聖歌隊（Kansai Youth 
Choir with YSA & Missionaries）が声
を合わせ，「I Will Walk with Jesus※ 10」
を英語で歌った。壇上からクック姉妹は
呼びかける。「子どもたち，どうぞ立ち上
がってわたしに手を振ってくれませんか？
皆さんの姿を見たいのです。」初等協会の
子どもたちは大喜びで手を振り，クック
姉妹は目を細め，愛しそうにほほえむ。

初等協会と青少年，YSA，宣教師たち
の歌声はまさしく，開拓者が支えてきた
“次世代の声” であった。それは，大阪神
殿の奉献と運用を含めて，あらゆる世代が

「主イエス・キリストと一緒に歩む」関西の
教会の輝かしい未来を思わせた。◆

※ 10 ─邦題「主と歩もう」 from 子供のための
その他の歌 (Japanese, 2020-02-01).

※ 8，9 ─ 林 康司会長　2024年9月15日，関西地区
特別合同ステーク大会における説教より

https://bit.ly/3UkYlXZ

初等協会の子どもたちに呼びかけるクック姉妹　

初等協会の子どもたち　 初等協会の子どもたちと若い女性たち　 YSA の姉妹たち　 姉妹宣教師たち　
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 20 24年 9 月13日（金），東京神
殿別館にて，十二使徒定員会
会員であるクエンティン・Ｌ・

クック長老を迎えての全国ディボーショ
ナルが行われた。壇上にはクック長老夫
妻，七十人会長会のパーマー長老夫妻，
管理ビショップのコセービショップ夫妻に
加え，アジア北地域会長会のマキューン
会長夫妻，第一顧問のエスプリン長老夫
妻，第二顧問のキム長老夫妻，東京神殿
の青

あお

木
き

会長夫妻，日本東京北伝道部のデ
シュラー会長夫妻，日本東京南伝道部の
トゥーラー会長夫妻，地域七十人の原

はら

伸
しん

二
じ

郎
ろう

長老が並ぶ。テクノロジーを介し，日
本全国の会員に証が届けられた。

このディボーショナルの直前に，今回来
日した中央幹部らと，関東における教会
の開拓者たちとの夕食会が開かれた。彼
らはそのままディボーショナルに招かれ，
礼拝堂に座を占めたのであった。

コセー姉妹：最も貴い贈り物

モルモン書を読む度に，違う結末を願
わずにはいられないというコセー姉妹。

「『タイタニック』※１を観るときと同じで，こ
の船が沈むはずはない，そう信じたいと
思ってしまうのです。」キリストに従ううえ
で必要なものはすべて与えられていたにも
かかわらず，モルモン書の民は度々同じ過
ちを犯してきた。

現代にあってもこれと同じことが繰り
返されているのだろうか。コセー姉妹は
先ほど行われた，関東における教会の開
拓者たちとの集会を振り返る。「祖父母
と一緒に過ごしているようで……彼らの
改宗談を聞いて感動しました。 2世代，
3世代とたっても，彼らの子孫が同じよう
に強くあり続けることを願いました。」

コセー姉妹の信仰も，家族から受け継
いだものだ。苦難多き人生を歩み，生ま

れながらの人間※２としての自分と常に闘っ
ていたというコセー姉妹の父親。それで
も心から家族を愛し，永遠に一緒にいら
れることを望んだ父は，一歩，また一歩と
救い主に従う努力を重ねていった。そん
な父が，他界する数日前，最後に残した言
葉はイエス・キリストに対する証であった。

「わたしは救い主イエス・キリストが生きて
おられることを知っています。これこそ，
父がわたしにくれた最も貴い贈り物です。
……わたしたち一人一人が，後に続く世代
に同じ証を伝えることができればと願っ
ています。」

コセービショップ：最大の贈り物

「愛する兄弟，
姉妹，皆さんを
兄弟姉妹と呼べ
ることを光栄に
思います。」にこ
やかに語り始め
るコセービショップは，関東の開拓者たち
から改宗談を聞く中で，彼らを自分の父
親，また母親のように感じたという。「両
親の改宗談と非常に似通っていたのです。
異なる国で暮らしていながら，わたしたち
は同じ経験をしていました。」

コセービショップの両親が改宗したの
は 61年前のこと。自宅のドアをノックし
た宣教師たちを招き入れたのは，宗教に
興味があったからではなく，若きアメリカ

※ 1 ─ 豪華客船の沈没事故を描いたラブストーリー映
画。ジェームズ・キャメロン監督，1997 年公開

※ 2 ─ モーサヤ 3：19 参照

Message for Japan ─日本へのメッセージ  

温故知新：開拓者から受け継ぐもの
─クエンティン・L・クック長老を迎えての全国ディボーショナル─

関東の開拓者と親しく交流するクック長老関東の開拓者と親しく交流するクック長老

展示された関東の教会歴史の写真を懐かしそうに眺める開拓者展示された関東の教会歴史の写真を懐かしそうに眺める開拓者
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からだったそうだ。ジョセフ・スミスの経
験を聞いてもおかしな話だと思ったが，な
ぜかもう一度宣教師たちに会いたいと思
えた。そうして 6 週間後，コセービショッ
プがまだ赤ん坊のころに，両親はバプテ
スマを受けたのだった。

時折，両親が宣教師に戸を開いていな
ければ，自分はどうなっていたのだろうか
と想像することがある。「しかし，そんな
ことは想像するのも不可能です。福音は
わたしの人生の一部となっており，福音な
しでは，もはやわたしではないのです。」神
と救い主，主の贖罪，永遠の家族，幸福の
計画に関する知識，聖霊が語られるとき
に感じる心の思い，聖約を交わす祝福，キ
リストによりもたらされる希望……福音
がなければ，人生において重要な数々の
ものを見逃していただろうと語るコセービ
ショップ。
「イエス・キリストの福音を基とする人

生は，喜びの人生と言えます。」イエス・キ
リスト，回復された主の教会，預言者や使
徒，モルモン書，すべてがわたしたちへの
贈り物なのだ。「福音は，この世の人生で
受け取ることのできる最大の贈り物であ
ることを証します。……すばらしい贈り
物，わたしたちに永遠の祝福をもたらして
くれるものなのです。」

パーマー姉妹：心に余地を設ける

「ともに集うことは教会員であることの
大きな祝福の一つであり，それにより強め
合うことができます。」そう語るパーマー
姉妹は，アルマが新会員たちを教える際
に使った言葉が大好きだという。アルマ
は，互いに和合し，愛し合って結ばれた心
を持つようにと語った※３。

パーマー姉妹は，コンゴ民主共和国を

訪れた際の経験を分かち合う。早めに教
会に到着し，礼拝堂に座って会が始まる
のを待っていたときのこと。見るからに友
人同士の女性グループが入ってきて，パー
マー姉妹の前の列に座った。「こんにち
は」と声をかけるだけでなく，数分後，そ
のうちの一人が「一緒に座りませんか？」
と誘ってくれた。女性たちの長いすは既
に埋まっており，自分が入る隙間はなさそ
うだと思ったパーマー姉妹は，感謝を述べ
つつ丁重に誘いを断った。ところがさら
に数分後，そのうちの二人が立ち上がる
と，こう口にしたのだ。「あなたが後ろの
列に一人で座っていると知りながら，この
集会を楽しむことなんてできないわ。」女
性たちはパーマー姉妹を連れて行くと，自
分たちの間に座らせた─「これほど愛
され，歓迎されていると感じたことはあり
ません。一人で長いすに座っていても問
題はありませんでしたが，愛情深く，思い
やりある女性たちと一緒に座るのは，どれ
ほどすばらしいことでしょう。」
「兄弟姉妹の皆さん，わたしたちがいつ

も人々を迎え入れる余地を設けることが
できるようにと祈ります。長いすに座ると
きだけでなく，それ以上に大切なのは，心
の中にその余地を設けることです。わた
したちを通して，人々がイエス・キリスト
の愛を感じることができるようにするので
す。わたしたちは，人々を主のもとへ導く
光となることができます。」

パーマー長老：未来への贈り物

パーマー長老
は，東京の庭園※4 

を訪れた際の経
験を分かち合う。 
庭園の小道の脇
に並べられてい

る盆栽─遠くから見るかぎり目を引く
ものとは思えなかったが，近くで樹齢の
表示を確認して驚いた。そのほとんどが
100 年以上生き延びてきた木であり，中
には 390 年の樹齢でありながら実をつけ
ているものや，530 年もの樹齢に達してい
るものもあった。

これほど貴重な宝が屋外に置かれて
いることに驚くとともに，一つ一つの盆
栽が作り手によって丁寧に養われてきた
であろうことに思いを馳せた。ゆくゆく
は家宝となる盆栽を，年老いた両親が子
供たちに託す場面も思い浮かんだ。争い
のときも平和のときも，嵐の日も晴天の日
も，懸命に生き延びてきた盆栽。福音に
対する貴い証を得た一人の開拓者によっ
て家族が築かれ，何世代にもわたって続
いていく様子に通ずるものがあると思っ
た。必要に応じて剪

せん

定
てい

を行いながら，未
来の世代への貴重な贈り物として証を受
け継いでいくのだ。
「日本における開拓者となった聖徒の

皆さんが，神の愛を未来の世代へ伝えてく
ださったことに感謝しています。また，家
族の中で最初の改宗者となった皆さんが，
回復された福音に対する若き証を養い始
めてくださったことを喜んでいます。」祈り
や礼拝，霊的な活動への参加など，証の
成長に必要な霊的土壌と養いをもたらす
ように勧めるパーマー長老。「盆栽のよ
うに，イエス・キリストとその回復された

※ 3 ─ モーサヤ 18：21 参照 ※ 4 ─ 樹齢約530 年の真
しん

柏
ぱく

の盆栽は，東京都港区白金
台の「八

はっ

芳
ぽう

園
えん

」で見ることができる

樹齢約530年の盆栽に見入るパーマー長老樹齢約530年の盆栽に見入るパーマー長老

左から，キム長老夫妻，エスプリン長老夫妻，マキューン長老夫妻，クック長老夫妻，パーマー長老夫妻，コセービショップ夫妻左から，キム長老夫妻，エスプリン長老夫妻，マキューン長老夫妻，クック長老夫妻，パーマー長老夫妻，コセービショップ夫妻展示された関東の教会歴史の写真を懐かしそうに眺める開拓者展示された関東の教会歴史の写真を懐かしそうに眺める開拓者
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福音への証は，かけがえのない財産です。
それは世代を超えて，愛する人々を祝福す
るものとなることでしょう。」

クック姉妹：イスラエルの集合

「末日聖徒イエス・キリスト教会に属し
ていることは大きな特権です。」そう断言
するクック姉妹は，聴衆を眺めながら，と
もにイエス・キリストを信じ，主の弟子と
して歩み，みもとに戻ろうと努力している
日本の聖徒との一体感を覚えたという。

「どのような状況にあろうとも，……わたし
たちは一人一人，自らの救いの道を切り開
こうとしています。皆が歓迎され，必要と
される存在であり，一員です。」

クック姉妹は，大好きなネルソン大管
長の言葉を引用する。「だれかが聖約を
交わし，それを守れるよう助けるために何
かを行うときはいつでも，それが幕のどち
ら側であろうと，イスラエルの集合を助け
ているのです。」※ 5 日本においても，集合
の業は確かに行われている。「お一人お
一人がイエス・キリストの福音を見いだし
てくださったことを感謝しています。教会
で生まれ育ったにせよ，宣教師や友人を通
じて知ったにせよ，福音に出会えたのはす
ばらしいことです。……わたしたちには，
天の御父から信頼される娘および息子に
なるという偉大な業が備えられています。
福音における勇敢な僕となる機会がある
のです。」

クック長老：100歳を記念して

クック長老が，日本の開拓者たちとの
集会を設けた理由の一つは，ネルソン大
管長が100 歳の誕生日を迎えたことを受
け，開拓者を祝いたいという思いが湧いた
ためだという。「ネルソン大管長がどれほ
どすばらしい預言者であるかは，わたした

ち皆の知るところかと思います。」非常に
有能であることは言うまでもなく，クック
長老がこれまで出会った中で「最も決断
力のある」預言者，それでいて，だれより
も謙遜な人物だと請け合う。
「優しく寛大な方で，いつも皆の意見に

耳を傾けます。自分の意見を述べる際に
も，まったく争いの心を持たないのです。
何とすばらしい預言者でしょう。……ネル
ソン大管長をたたえ，支持することができ
るようにと祈っています。」

いかなる成功も……

この日，開拓者として集会に参加した
のは，主に 1950 年代から1960 年代にか
けてバプテスマを受けた人々である。当
時預言者を務めていたのはデビッド・O・
マッケイ大管長であった。多くの人が農
村や田舎から都市に移り住み，より大き
な組織で働くようになりつつあった時代。
家族で過ごす時間よりも，社会で成功を
収めることに興味を傾け始めている人々
もいた。人々が義にかなった事柄や家族
よりも，肩書やお金，成功といった価値観
を優先することに懸念を抱いていたマッ
ケイ大管長。その最も有名な言葉の一つ
は，「いかなる成功も家庭における失敗を
償うことはできない」というものだ。

クック長老は，「ビジネスの世界から手
を引くように言われたとは思わないでくだ
さいね」と笑う。成功しようとする願い自
体が悪なのではない。人生において重要
な事柄を優先し，バランスを保つことが必
要なのだ。「若い世代の多くは，前進する
こと，できるだけ多くのお金と肩書を得る
ことにほとんどの人生を費やしています。」
マッケイ大管長の教えは今日の世にあって
さらに重要度を増していると，クック長老
は断言する。

使徒の証と祝福

「わたしたちは常に，父なる神とイエス・
キリストを賛美し，礼拝できる状態でなけ
ればなりません。」そう語るクック長老は，

「イエス・キリストを理解し，主に感謝をさ
さげることこそ，わたしたちの礼拝，また
聖文研究の中心に据えるべき事柄」であ
り，「主が成し遂げてくださった事柄をとり
わけ重視」するようにと勧める。
「へりくだり，イエス・キリストが生きて

おられることを確かに証します。」一言一
言に重きを置きながら，力強く言葉を発す
るクック長老。「主はわたしたちの救い
主，贖い主です。わたしたちは主の弟子に
なるという祝福を受けているのです。」

日本の聖徒たちに使徒としての祝福を
残し，証を締めくくった。「世界に平和が
訪れなくとも，皆さんの心には平安がある
ようにと，祝福を呼び求めます。義の報い
とは，現世における平安，来るべき世にお
ける永遠の命です。人々が福音を手にす
ることができるように，わたしたちが手を
差し伸べ，愛し，分かち合い，招きたいと
いう望みを持ち，実際にそうすることがで
きますようにと，祝福を呼び求めます。皆
さんが神殿の祝福を享受することができ
ますように。愛と感謝を込めて，これらの
祝福を残します。イエス・キリストの聖な
る御名により，アーメン。」

＊＊＊

前方に開拓者世代が座し，それに続く
世代と次世代が詰めかけ，多目的ホールま
で満席となった東京神殿別館。その光景
は，この地におけるイスラエルの集合の歴
史と，イエス・キリストのもとへ近づこうと
歩む日本の勇敢な弟子たちの列を象徴し
ているかのようであった。◆

※ 5 ─ ラッセル・M・ネルソン「神に勝利を」 2020 年
10 月総大会説教

Message for Japan 
─日本へのメッセージ  
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 20 24 年 10 月17 日，東京・目黒
にて，教会がバックアップする
FamilySearchTM 主催のレセ

プションが開催された。招かれたのは，
これまでファミリーサーチと様々な協力関
係を結んできた，また今後の協力が期待
される団体の代表者の方々である。

このレセプションは，アジア北地域の
ファミリーサーチによる 2,500万枚の画像
記録撮影達成を記念して開かれた。それ
らの記録は，神殿の業のみならず，今や貴
重な社会的資産として様々に活用されて
いる。本稿ではその一端をレポートする。

ドキュメンタリー番組の制作現場で

某公共放送に家族歴史関連番組があ
る。この番組シリーズでは，リサーチ段階
でファミリーサーチの持つ資料を何度も
手がかりにしたという。ファミリーサーチは
番組制作プロダクションから相談を受け，
調査に協力してきた。「彼らもプロですか
ら，8割方はすでに調べてあるんです。残
り1，2 割で行き詰まった際にファミリー
サーチへ相談があります。わたしたちは
特定の問い合わせについて調べて答える
だけですから，番組内でどの程度使われ
たかは分かりませんが」と家族歴史部エ
リアマネージャーの関

せき

口
ぐち

治
おさむ

兄弟は言う。

ディレクターの金
かな

本
もと

麻
ま

理
り

子
こ

さんは，今年
のルーツテックに招かれ，著名人の先祖リ
サーチの現場について語った。こうした
番組では，調査しながらシナリオが形作
られていく。集める資料は膨大で，1本の
番組にかける調査期間は 4 か月から1 年
にも及ぶという。「遠くの先祖もいいけど，
祖父母や両親の話を丹念に調べます。そ
こからご本人との共通点や，ドラマチック
な話が浮かび上がってくることが多いの
で，大事にしています」と金本さんは語る。

「皆さんも，両親や祖父母がお元気なうち
に，生い立ちや青春時代についていろい
ろ聞いておかれると，とてもいいと思いま
す。番組内でも著名人の方が，『時代を超
えて今の自分と繋がっている！』と感動さ
れることが多くあります。」

人口の20％を目指して

関口兄弟は，この夏のfsy長崎セッショ
ンに参加し，家族歴史セッションで青少
年たちにこう問いかけた。「あなたのお祖

ば

母
あ

さんの旧姓を知っていますか？」
「知っている子はまずいません。青少年

全体で 1人か 2人です。ファミリーサーチ
では，国ごとに人口の20％の人数の記録
を集めるように推奨しています。日本の
場合はざっと 2,400万人です。それだけ

の名前がファミリーサーチに入ると，祖父
母の名前を検索したときヒットする。ファ
ミリーサーチを使って家族歴史探求がで
きるようになるんです。ですから，古い記
録もさることながら，近代の記録を集める
ことが大切なんです。」そう関口兄弟は語
る。記録の収集には墓石も有力な情報源
となる。仏教寺院やカトリック教会など
宗教団体が管理している墓地の場合は，
その団体の撮影許可が必要だが，自治体
による公営墓地は撮影できる。東京都の
8 つの公営墓地だけで少なくとも100万
人の名前が刻まれており，ボランティアを
募って撮影プロジェクトが始められるとい
う。日本全国すべての墓地は 87万か所，
お墓の数は約5億，そこに15億人の名前
が刻まれていると推定される。

2024年は，9月の時点でアジア北地域
のファミリーサーチ新規アカウント登録数
が約 1万7,000人に達した。そのうちの
95％は教会員でない人々である。前述の

レセプション会場にてレセプション会場にて
ファミリーサーチの展示パネルに見入る人々ファミリーサーチの展示パネルに見入る人々

子孫の心が先祖に向かう時代
─社会に広がるファミリーサーチの存在感─

News Commentary
 ─ ニュース解説  
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公共放送の家族歴史番組や歴史ブームも
影響してか，自分のルーツに関心を持つ
一般の人々は増え続けている。

平和の礎
いしじ

プロジェクト

沖縄県営平和祈念公園には，太平洋
戦争の沖縄戦で亡くなった約24万人の
名前を刻む「平和の礎」がある。日本人
のみならず，朝鮮半島出身者やアメリカ人
など国籍を問わず刻まれている。それら
の名前はこれまで公園内の平和祈念資
料館でしか閲覧検索ができなかった。

今年7月，この24万人をデジタル化して
ファミリーサーチに加えるプロジェクトが
始まった。全国の教会員420人のボラン
ティアが参加し，10月時点で 21万人の入
力を終える。ボランティアの 3 割が若い
世代であり，彼らはスマホなどのデジタル
機器を駆使して作業を推し進めた。

図書館との提携

こうした記録は他の団体とも共有され
ていく。ファミリーサーチレセプションに
は沖縄県立図書館の原

は ら

裕
ひろ

昭
あき

さんが登壇
し，Finding Okinawan Rootsプロジェク
トについて説明した。沖縄県立図書館で
は，沖縄県民の記録を収集し，ルーツを調
べる照会と相談に応えている。明治から
昭和初期までの移民渡航記録データベー
スもある。沖縄県は特に移民の多い県と
して知られ，文字通り世界中の国々に沖
縄県人会がある。県立図書館はそうした
幾つもの外部団体や研究機関と提携しな
がら資料の充実を図っている。ファミリー
サーチもその情報源の一つである。ソル
トレークにあるファミリーサーチ図書館と
も提携し，資料の共有や翻訳プロジェクト
が進んでいく。平和の礎のデータも今後，
沖縄県立図書館と共有される予定だ。

フィリピン残留日本人孤児支援

レセプションでは，NPO 法人フィリピ
ン日系人リーガルサポートセンターの猪

いの

俣
また

典
のり

弘
ひろ

代表理事も登壇した。この団体は，
太平洋戦争終結後フィリピンに残された
日系人残留孤児を探し出し，証拠を揃え
て日本の家庭裁判所に提出，日本国籍の
回復を支援している。

フィリピンに残された遺児たちは，米
軍やフィリピン人ゲリラの迫害から逃れる
ために日系人であることを隠して生きてき
た。そうして戦後，日本国からも忘れられ
た無国籍の「棄

き

民
みん

」となる。戦後80年を
目前にして，それらの人々が存命のうちに
国籍を回復しなければならない。猪俣さ
んらスタッフは彼らにインタビューし，幼
少期の記憶を手掛かりに日本人の父親と
の繋がりを証明しようとする。

フィリピンの離島，リナパカン島に住む
モリネ・エスペランサさん，リディアさん
姉妹の場合，父親「盛

もり

根
ね

蒲
かま

太
た

」さんのパス
ポート記録が残っていた。しかし，家庭
裁判所で繋がりを認められるには法的書
類の提出という高い壁がある。行政の出
生証明書か両親の婚姻証明書が必要だ
が，それらは戦禍や天災で失われている
ことが多い。モリネさん姉妹の両親の婚

姻記録もフィリピンの役所には現存せず，
進展しないまま数年の歳月が流れた。

ところが，ファミリーサーチには数十年
前に撮影されたと思しき婚姻記録が存
在した。夫の欄には「Kamato Marino：
Japanese」と記されている。日本語の発
音が記録者にはこのように聞こえたので
あろう。関口兄弟は言う。「フィリピンの当
時のファミリーサーチ職員が撮影保存して
いたんです。後年，このような形で役立つ
とは想像しなかったでしょうね。」

さらに，沖縄県立図書館の渡航記録
データベースに蒲太氏と弟の記録があり，
弟さんの孫の証言を得て父子関係の証拠
とした。今年 9月，那覇家裁はついにモリ
ネさん姉妹の日本国籍回復を認めた。

残留孤児の平均年齢は 84 歳，日本と
の繋がりが証明されないまま亡くなってい
く人も多い。5年前に 1,069人と把握され
ていた人数は 401人に減少した。「もうこ
こ 2，3 年が勝負だと思っています」と猪
俣さんは語る。※ 1

エリヤの御霊

このようにファミリーサーチの記録は社
会に貢献し，一般の人々の関心を先祖へ
向ける一助となっている。関口兄弟はこう
話す。「教会員の場合は，神殿に提出する
ための名前を懸命に調べて，エピソードや
写真などの『思い出』収集をあまりしませ
ん。しかし，一般の方の家族歴史における
関心の対象はエピソードの記憶です。

たくさんの名前を出すことだけでなく，
一般の方のように，先祖一人一人の人とな
りや人生の軌跡にも心を向けると良いで
しょう。それが本当の意味で『先祖の心
を子孫に，子孫の心を先祖に向けさせ』※ 2 

る，『エリヤの御霊』を招くことになるので
はないでしょうか。」◆

※ 1 ─フィリピン残留日本人孤児への
支援活動の詳細は，テレビ朝日系の 2本
のドキュメンタリー番 組で紹介され，
World Media Festival 2024で銀賞を
受賞した。ご視聴は右のリンクから

※ 2 ─教義と聖約 110：15；マラキ 4：6 も参照https://bit.ly/4dZdqp9
https://bit.ly/3NA9fFd

上写真：レセプションで講演する猪俣典弘氏

以下，猪俣氏のプレゼンテーションから

中写真：日本国籍が回復された盛根さん姉妹
ドキュメンタリー番組の画面から

下写真：盛根さん姉妹の両親の婚姻記録が載っている書類。
当時のフィリピンの法律では，子は父親の国籍に属すると
されていた。画像はファミリーサーチ所蔵

News Commentary
 ─ ニュース解説  


